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人権教育は、人権に関する知的理解と人権感覚の涵養を基盤として、意識、態度、実践的な行動力
等の様々な資質・能力を育成し、発展させることをめざす総合的な教育です。人権教育を通して育てた
い資質・能力については、次の３つの側面（知識、技能、態度）から捉えることができます。

人権教育を通して育てたい資質・能力を明確にしましょう

連続性・系統性を考慮した学習計画を作成しましょう

児童生徒の発達段階や学習状況により、人権教育を通して育てたい資質・能力を「知的理解（知
識）」と「人権感覚（技能・態度）」の側面で整理し、各学校段階における指導内容の連続性・系統
性はもちろんのこと、校種間のそれも考慮し、学習計画を作成しましょう。

本資料は、同和問題学習の授業づくりだけでなく、同和問題
についての理解や人権感覚の高揚を図るために学校が行う教職
員研修や個人で行う自己研修にも活用できます。学習指導事例
や用語解説も掲載されていますので、ぜひご活用ください。

令和５年４月改訂

人権に関する知的理解と、自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることができるた
めに必要な人権感覚をバランスよく身に付けることが大切です。知的理解と人権感覚の
両方が身に付くことによって、自分や他者の人権を守ろうとする意識・意欲・態度が生まれ、
自分や他者の人権を守るための実践行動につながります。

指導参考資料（教職員用）
「部落差別の解消をめざして～人権尊重の社会づくりの担い手となる児童生徒の育成～」

人権教育を通して育てたい資質・
能力を明確にすることで、人権教育
でめざす姿に対して、どの教科等の、
どの場面でどのようにアプローチする
のか、具体的な方策が見えてきます。
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人権学習の授業づくりにおいても、児童生徒に何を考えさせたいのか、育てたい資質・能力は何かを
意識してみましょう。

（一部省略）


